
４ 専修学校（専門課程） 

（１） 表６に示すとおり、令和４年３月の卒業者総数は1,469人で、前年より132人増加している。 

就職者総数は1,283人で、前年より143人増加している。そのうち県内に就職した者は902人で、

前年より101人増加している。就職者総数に対する県内就職率は70.3％で、前年と同ポイントであ

る。 

県内就職率を専門分野別でみると教育・社会福祉（95.0％）、農業（92.5％）及び商業実務

（86.5％）が70％以上の高い率になっている。 

県外就職者は４ページの表３に示すとおり、381人で前年より42人増加している。県外就職の状況   

を就職先地方別でみると、九州･沖縄196人（構成比51.4％）、関東93人（同24.4％）、近畿36人

（同9.4％）、中部18人（同4.7％）、中国14人（同3.7％）の順となっている。 

進学者総数は72人で、前年より8人減少している。そのうち、県内に進学した者は54人で前年よ

り17人減少している。県内進学率は75.0％で、前年より13.8ポイント低下している。 

 

 

 
 
 



（２） 令和４年３月卒業者のうち就職者の産業別就職状況をみると、図８に示すとおり、医療,福祉が 

767人（59.8％、前年に比べ1.6ポイント低下）で最も多く、次いで情報通信業80人（6.2％、同

2.4ポイント低下）、生活関連サービス,娯楽業67人（5.2％、同1.0ポイント低下）、学術研究,専

門・技術サービス業64人（5.0％、同3.2ポイント上昇）、サービス業53人（4.1％、同1.2ポイン

ト低下）、宿泊業,飲食サービス業51人（4.0％、同0.3ポイント上昇）の順となっている。 

県内就職者を産業別でみると、図９に示すとおり、医療,福祉が567人（62.9％、前年に比べ3.0

ポイント上昇）で最も多く、次いで学術研究,専門・技術サービス業48人（5.3％、同3.2ポイント

上昇）、生活関連サービス,娯楽業38人（4.2％、同1.7ポイント低下）、サービス業38人（4.2％、

同0.3ポイント低下）、農業,林業35人（3.9％、同0.9ポイント上昇）、情報通信業35人（3.9％、

同1.5ポイント低下）の順となっている。 

 

 

 
 

 


